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（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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【2020年2⽉3⽇〜2020年2⽉7⽇】

国債売られ、利回りは上昇
中国が⽶国からの輸⼊製品の⼀部で関税
を引き下げると発表したことなどを受け
て、投資家のリスク選好姿勢が強まり、
国債の売りが進みました。

週後半にかけては、売りが続いたことに
よる割安感に着⽬した投資家が国債を買
い戻す場⾯も⾒られ、利回りが⼩幅に低
下しました。

（注）データは2020年1⽉7⽇から2020年2⽉7⽇（⽇次）。
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（注）データは2020年1⽉7⽇から2020年2⽉7⽇（⽇次）。

【2020年2⽉3⽇〜2020年2⽉7⽇】

リスク選好の円売りが進む
堅調な⽶経済指標を⼿掛かりに、円は対
⽶ドルで売りが進みました。また、新型
肺炎を巡り中国⼈⺠銀⾏が⼤規模流動性
供給を表明したことなどを受けて⾦融市
場に対する過度な警戒感が後退したこと
も、円の売り材料となりました。

ドイツの経済指標が弱かったことなどを
背景にユーロ圏経済の早期回復期待が薄
れ、ユーロは対円でほぼ横ばいでした。


